
1

日本高齢消化器病学会ニュースレター No.1（2020年11月18日発行）

目　　次

第23回日本高齢消化器病学会学術大会大会長ご挨拶 …………………………………… 樋口和秀 1

第23回 日本高齢消化器病学会総会のご案内 …………………………………………………………  2

第24回日本高齢消化器病学会総会の開催に向けて ……………………………………… 内藤裕二 2

日本高齢消化器病学会／日本がん検診・診断学会 合同セミナーのご案内 …………… 森山光彦 3

特定非営利活動法人日本高齢消化器病学会　令和2年度第1回理事会 ……………………………  5

今回第23回日本高齢消化器病学会総会を2021年7月30日（金）、7月31日（土）の２日間、コン
ラッド大阪（大阪市）において、第17回消化器病における性差医学医療研究会と同時開催するはこ
びとなりました。本来は、今年8月に弘前大学の福田眞作教授が、第23回の本会を開催される予
定でしたが、新型コロナウイルスの影響で中止となりました。非常に残念でした。本高齢消化器病
学会と消化器病における性差医学医療研究会2つの会を同時に開催するメリットをこれまで以上に
考えて本学会総会を運営したいと考えております。
日本高齢消化器病学会は、本邦でも大きな医療問題となっている「高齢」に焦点をあて、消化器

疾患全般に関する研究を奨励し、消化器病学の向上、発展をはかるために設立されました。多くの
学会・研究会においては多面的に消化器疾患に関して研究されていますが、高齢者の消化器疾患に
焦点をあて、研究及び討論をする学会は本会だけですので、今後、本邦の高齢者の消化器医療に対
しての研究の最先端を担っていく学会かと考えます。
今回の第23回総会では、特別講演（サルコペニア関係）、シンポジウム（GERD、消化性潰瘍、

IBD、肝炎、胆膵疾患）、一般演題等のセッションを予定しています。夏の暑い時期の大阪での開
催ですが、たくさんの演題を応募いただき、活発な議論ができればと考えておりますので、よろし
くお願いいたします。なお、新型コロナウイルスの感染状況によっては、ハイブリッド形式、完全
Web形式など不透明なことが多々ありますが、できるだけ早い時期に速やかに先生方に情報をお
伝えしたいと思っています。ご高配のほど何卒よろしくお願い申し上げます。
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ご挨拶

第23回日本高齢消化器病学会学術大会　会長 
大阪医科大学　内科学Ⅱ

樋口　和秀
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第23回 日本高齢消化器病学会総会のご案内

会　期： 2021年7月30日（金）・31日（土）
会　場： コンラッド大阪
 （〒530-0005　大阪府大阪市北区中之島3-2-4）
会　長： 樋口　和秀　（大阪医科大学 内科学第Ⅱ教室　教授）
※「第17回消化器病における性差医学・医療研究会」との合同開催 

　　となります。

https://www.jsgg.org/soukai23
詳細については、決まり次第HPにて掲載いたします

2021.7.30［金］– 31［土］
コンラッド大阪
（大阪府大阪市北区中之島3丁目2-4）

会　長　

樋口 和秀
大阪医科大学 内科学第Ⅱ教室　教授

当番世話人　

岡田 裕之　
岡山大学大学院　消化器・肝臓内科学　教授
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一般的に「高齢者」とは65歳以上を指すが、高齢化社会とは65歳以上の割合が7％を超える状態
をいう。日本において高齢化社会に突入したのは1970年であり、2007年にはついに高齢化率21％を
超え「超高齢化社会」を迎えた。さらに、高齢者の予後を決定づける因子としてのサルコペニア・
フレイルといった病態にも注目が集まっている。サルコペニア・フレイルは、超高齢社会の日本で
は要介護状態に至る重要な要因として位置づけられ、健康寿命の延伸を目指すうえでも大切な病態
である。日本老年学会と日本老年医学会が、現在は65歳以上とされている「高齢者」の定義を見直
し、65～ 74歳を「准高齢者」として社会の支え手と捉え直し、「高齢者」は75～ 89歳、90歳以上
は「超高齢者」とする提言も出ている。今回の日本高齢消化器病学会総会では、高齢者を75歳以上
と考え、臨床情報を提案していただく企画を考えた。

シンポジウムとして以下の4つを予定している。
1．高齢者（75歳以上）の胃癌・大腸癌治療と課題
2．高齢者（75歳以上）の肝臓癌治療と課題
3．高齢者（75歳以上）の炎症性腸疾患の現状と治療
4．高齢者（75歳以上）の非アルコール性脂肪性肝疾患の現状と課題
特別講演「京丹後コホート研究から見えてきた健康長寿の秘密」
　　　　　的場聖明（京都府立医科大学大学院医学研究科循環器内科教授）

会　　期：2022年7月15日（金）～ 16日（土）
　　　　　（祇園祭の宵々山、宵山と重なっていますので宿泊などにご注意ください）
会　　場：からすま京都ホテル（https://www.hotel.kyoto/karasuma/）
会　　長：内藤裕二（京都府立医科大学大学院医学研究科消化器内科学）
事務局長：髙木智久（京都府立医科大学大学院医学研究科消化器内科学）

第24回日本高齢消化器病学会総会の開催に向けて

第24回日本高齢消化器病学会学術大会　会長 
京都府立医科大学大学院医学研究科消化器内科学

内藤　裕二
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今年予定されていた多くの学術集会・学会総会の開催がCOVID-19感染拡大の影響で次々と
中止・延期に追い込まれています。それにより研究成果発表の機会が喪失しただけでなく、最
新の研究成果に接して刺激を受けたり、議論する場もなくなってしまいました。日本高齢消化
器病学会総会（大会長：福田眞作・弘前大学、2020年7月31日、8月1日）も日本がん検診・診断
学会総会・学術集会（大会長：西井研治・岡山県健康づくり財団付属病院、2020年8月28日、29

日）も例外ではありません。そのため、会員の皆さまに学会分野の最新情報・話題を提供すると
ともに、活発な議論ができる場を設けることを目的として本セミナーを開催することにしまし
た。加えて、日本高齢消化器病学会と日本がん検診・診断学会の理事長を森山光彦が務めさせて
いただいておりますことから、両学会合同で開催することとしました。セミナーで取り上げる
テーマは、両学会の会員にとって興味あるものをできるだけ多く選び、興味深く視聴していた
だけるものを企画しております。高齢者で特に問題となっている癌などに関して広く議論する
絶好の機会となっておりますので、これまで交流の少なかった分野で活動・活躍されている先
生方にご参加いただき、分野を超えた活発な討論・交流ができることを楽しみにしております。 

多くの方の視聴をお待ちしております。

会　期：ライブ配信日：2020年12月5日（土）
　　　　オンデマンド配信期間：2020年12月14日（月）～ 2021年1月8日（金）
参加費：日本がん検診・診断学会もしくは日本高齢消化器病学会の会員　5,000円
　　　　非会員　8,000円
申込期間：2020年10月26日（月）～ 12月21日（月）
　　　　　※ライブ配信のお申込は11月30日（月）まで
単　位：日本がん検診・診断学会認定医教育研修　25単位
　　　　日本消化器内視鏡学会専門医・指導医の申請・更新の業績ポイント　3点

※詳細は決まり次第、HP（https://www.jsgg.org/）にてお知らせいたします。

日本高齢消化器病学会／日本がん検診・診断学会 合同セミナー 
～COVID-19時代の高齢者消化器病対策とがん検診の展望～のご案内

特定非営利活動法人日本がん検診・診断学会　理事長
森山　光彦
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時　間 セッション 演　題 講演者

9:15-9:20 開会挨拶
森山　光彦
（日本高齢消化器病学会/
日本がん検診・診断学会　理事長）

9:20-9:50 基調講演 高齢者時代の消化器病と
がん対策（仮）

名越　澄子
（埼玉医科大学総合医療センター）

9:55-10:25
高齢講演1
肝臓分野 演題名「未定」

椎名秀一朗
（順天堂大学大学院 医学研究科　
消化器画像診断・治療学）

10:30-11:00
高齢講演2
胆すい分野

胆嚢癌・膵癌早期発見の
ポイント !（仮）

乾　　和郎
（山下病院）

11:05-11:35
高齢講演3
上部消化管・
食道・胃癌

高齢者における食道・胃癌の
診断・治療の動向（仮）

河合　　隆
（東京医科大学 消化器内視鏡学）

12:15-12:45
高齢講演4
下部消化管・
大腸癌

高齢者における
大腸内視鏡サーベイランス（仮）

斎藤　　豊
（国立がん研究センター中央病院　
内視鏡科・内視鏡センター）

12:50-13:20
共催セミナー 1
肺がん

演題名「未定」
共催 :中外製薬株式会社

座　長
池田　徳彦
（東京医科大学 
呼吸器・甲状腺外科学分野）

講　演
清水　哲男
（日本大学 医学部 内科学系
呼吸器内科学分野）

13:30-14:00 理事長講演 高齢者のがん検診・診断（仮）
森山　光彦
（日本大学 医学部 内科学系 
消化器肝臓内科学分野）

14:10-14:40
がん講演1
大腸がん関係

大腸がん検診大腸内視鏡検診と
CTコロノグラフィーの違い（仮）

岡　　政志
（埼玉医科大学総合医療センター）

14:45-15:15
がん講演2
胃がん関係

胃がん検診 内視鏡検診とX線検診の
長所と欠点 or ABC検診
ヘリコバクターピロリについて（仮）

井上　和彦
（淳風会健康管理センター）

15:20-15:50
がん講演3
婦人科がん関係 子宮頸がんワクチンの行方（仮）

川名　　敬
（日本大学 医学部産婦人科学系
産婦人科学分野）

15:55-16:25
がん講演4
乳がん関係 演題名「未定」 片岡　　健

（広島厚生病院）

16:30-17:00
がん講演5
前立腺がん関係

前立腺がん検診受診者の経過観察と
要精密検査の差を見極める !

伊藤　一人
（社団美心会 黒沢病院）

17:00 閉会挨拶

日本高齢消化器病学会／日本がん検診・診断学会 合同セミナー
プログラム　2020 年12 月5 日（土）
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日　時：令和2年9月11日（金）　15：00～
会　場：学会事務局会議室（〒102-0072　東京都千代田区飯田橋三丁目11番15号）

【出　席】
理　事： 森山　光彦、河合　　隆、名越　澄子、糸井　隆夫、乾　　和郎、入澤　篤志、
 浦岡　俊夫、岡田　裕之、神澤　輝実、斎藤　　豊、坂本　直哉、佐藤　貴一、
 塩谷　昭子、鈴木　秀和、田邉　　聡、寺井　崇二、内藤　裕二、仲瀬　裕志、
 永原　章仁、西口　修平、長谷部千登美、樋口　和秀、久松　理一、
 藤本　一眞、藤原　靖弘、松本　主之、三輪　洋人、村上　和成（28名）
監　事： 瓜田　純久、木下　芳一
幹　事： 徳永　健吾
【委任状】
理　事： 五十嵐良典、磯本　　一、岩切　勝彦、木村　　理、後藤田卓志、丹黒　　章、
 日浅　陽一、福田　眞作、安田　一朗、吉田　　仁、吉野　茂文（11名）
監　事： 橋本　悦子

　森山理事長を除いた出席者は、それぞれの勤務先よりZOOMを用いたテレビ会議システムにて
出席した。

Ⅰ．理事長挨拶
　開会に先立ち森山光彦理事長より挨拶があった。

Ⅱ．会議成立の確認・議事録署名人指名
　森山理事長より、28名の出席並びに11名からの委任状の提出があることが報告され、定款第34

条の規定により理事会が成立していることが確認された。また、森山理事長は議事録署名人に寺井
崇二理事、長谷部千登美理事を指名し、全会一致で承認された。

Ⅲ．議題・報告事項
第1号議案　令和元年度庶務報告
　令和元年度の庶務報告について事務局よりスライド資料を基に報告が行われ、審議の結果全会一
致で承認された。
第2号議案　令和元年度事業報告
　令和元年度の事業について、事務局よりスライド資料を基に報告が行われ、審議の結果全会一致
で承認された。
　また、令和元年度に刊行された学会誌Supplementの「ガイドライン」の販売状況についてスラ
イドで示され、森山理事長より令和2年5月31日までに12,654冊16,990,000の売り上げがあったこ
とが報告された。

特定非営利活動法人日本高齢消化器病学会 
令和2年度　第1回理事会
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第3号議案　令和元年度収支決算報告ならびに監査報告
　令和元年度の決算報告について、事務局よりスライド資料を基に以下の報告が行われた。
・ Supplementの売り上げにより約1700万円の収入があった。
・ その他の収入支出については、ほぼ例年通りであった。
　また、令和元年度の決算について、瓜田監事、木下監事、橋本監事から監査報告書が提出されて
いることがスライドで示され、木下監事からは令和元年度の決算について適切に執行されているこ
とを確認した旨の発言があった。
　以上について審議の結果、令和元年度決算案は全会一致で承認された。

第4号議案　令和2年度事業計画
　令和2年度の事業計画について、事務局よりスライド資料を基に以下の説明があった。
・ 福田眞作理事が会長を務めて第23回日本高齢消化器病学会総会を開催する予定であったが、
新型コロナウイルスの感染拡大を受けて中止となった。

・ 学会誌は例年学会抄録号を含めて2号を発行しているが、学会総会が中止となったため、1号
のみの発行を予定している。

　以上について、審議を行い、令和2年度事業計画案は全会一致で承認された。

第5号議案　令和2年度予算案
　令和2年度の予算について、事務局よりスライド資料を基に以下の説明があった。
・ 令和元年度のSupplementの売り上げに対して、300万円程度の法人税が課税される予定である。
・ Supplementの作成委員、評価委員については令和2年度予算として些少ではあるが謝礼を支
出する予定である。

・ 第23回大会が中止となったため、大会費用としては援助金の50万円のみを計上した。
・ Supplementの売り上げにより学会財政に余裕が生まれたため、学会援助金を来年度から50万
円から100万円にすることについてご審議をお願いしたい。

　以上について慎重に審議した結果、令和2年度予算案は全会一致で承認された。

第6号議案　がん検診・診断学会との合同セミナー開催について
　すでに持ち回り理事会で開催を承認されているがん検診・診断学会との合同セミナーについて、
森山理事長より以下の開催概要について報告が行われ、審議の結果全会一致で承認された。

名　称：　日本高齢消化器病学会／日本がん検診・診断学会 合同セミナー
テーマ：　COVID-19時代の高齢者消化器病対策とがん検診の展望
日　時：　2020年12月5日（土）
発表形式：ライブ配信
プログラム：
　1）基調講演　　　　　　　　　1題
　2）高齢消化器病関連講演　　　4題
　3）がん検診・診断関連講演　　4題
　4）共催セミナー　　　　　　　3題
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第7号議案　新規評議員の推薦について
　河合隆理事より新評議員として、杉本光繁会員（東京医科大学）が推薦されていることが、森山理
事長より報告され、審議の結果全会一致で承認された。

第8号議案　学会誌について
　今年度学会誌（論文誌）の刊行について、藤本編集担当理事より報告があり、総会が中止となった
ため、学会発表をもとにした投稿が期待できないことから、理事の教室を中心とした積極的な投稿
が呼びかけられた。
　また、編集委員の若返りを図るための編集委員の入れ替えについて、スライド資料を基に藤本理
事より提案され、全会一致で承認された。また、新編集委員の推薦は随時受け付けていることも藤
本理事より説明があった。

第9号議案　今後の学術集会について
　第23回日本高齢消化器病学会総会の開催予定について、総会会長の樋口理事より以下の通り報
告があった。
◎第23回（2021年）日本高齢消化器病学会総会
会　期：2021年7月30日（金）・31日（土）
会　場：コンラッド大阪（〒530-0005　大阪府大阪市北区中之島3-2-4）
会　長：樋口　和秀（大阪医科大学 内科学第Ⅱ教室　教授）
※「第17回消化器病における性差医学・医療研究会」との合同開催
　また、第24回日本高齢消化器病学会総会については、会長の内藤理事より2023年の夏の祇園祭
の前週の開催を予定し、準備中であることが報告された。
　また、森山理事長より、第25回第26回の総会会長についても、この理事会において選任したい
との提案があり、審議の結果全会一致で以下の者を会長に選任した。

◎第25回（2024年）　糸井隆夫理事（東京医科大学）
◎第26回（2025年）　名越澄子副理事長（埼玉医科大学）

糸井理事、名越理事からは開催に向けて挨拶があった。
※その後2020年10月28日～ 11月2日に開催された持ち回り理事会で、第25回を岩切勝彦理事（日
本医科大学）、第26回を名越澄子副理事長（埼玉医科大学）、第27回を糸井隆夫理事（東京医科大
学）とする修正提案がなされ、全会一致で承認された。

第10号議案　次のガイドラインの刊行について
　次のガイドラインについては、名越副理事長を責任者として、肝胆膵分野での刊行を予定してい
ることが森山理事長よりスライドをもとに説明があった。
　名越副理事長からは肝臓分野では肝硬変のガイドラインの策定を計画していることが報告された。

第11号議案　その他
　特になし。
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